
関東ふれあいの道（栃木）⑦歴史の町を望むみち 

   

                                                        2024年 2月 19日 池内淑皓 

 

       2月の連休を利用して、関東ふれあいの道を歩いた。 

      このコースは標高 440ｍの山に入って、尾根道を下りながら、栃木市の町中が ゴールと言う珍しいコース 

設定となっている。見所も多く、解説板も多く、楽しいコースだ。 

 

                
                  関東ふれあいの道⑦案内板 （織姫神社境内にあった）  

 

                 

               コース概念図 （バスで標高 440ｍの山に入り、尾根道を下って町に下る楽しいコース） 

公称 9ｋｍ、4時間のコースであるが、食事、休憩を入れて実質 15.7ｋｍ、6時間 52分かかった 



                  

                  横浜を朝早く出発すれば、8：49に JR足利駅に到着できる 

 

                  

               足利駅から、足利市営のマイクロバス「アッシー」が行動山へ送ってくれる 

 

                 

                      休日は 9：20発が一本出ているから、逃さない事だ。 



                 

                    終点行道山で降りれば、淨因寺への登り一本道となっている 

 

                 

                     到る所に供養塔が建ち、寺の歴史が感じられる 

 

                

                       ここからは淨因寺の境内に入る 



                 

                           古めかしい常夜灯もある        

 

                 

                             杉林を抜けると 

 

                 

                  舗装の切れる行き止まりが寺への入口で、ここまでタクシーが入る 



                 

                 ここからは、関東ふれあいの道案内板と道標が案内してくれる 

     

                 

                  淨因寺は山岳信仰の霊場とされ、「関東の高野山」と称された        

 

                 

            「行道山淨因寺」和銅 6年（713）行基の開創と伝える。 

永和 2年（1376）三代将軍足利義満公により祈願所とされ、臨済宗の寺となった 



                 

                         行道山頂上（奥の院）に向かう 

 

                  

                      奥の院への道でもあるから、厳かな感じがする 

 

                 

                           頂上近くは、なごり雪があった 



                 

                     「行道山（434ｍ）」上州方面の見晴らしは抜群  

 

                

                          北方の山は、赤城山 

 

                

                   西方の山は、妙義山と白雪の山は浅間山（2568ｍ） 



                

                     この尾根、岩屑だらけの岩稜帯となっている 

       

                

      太古の昔、地中の玄武岩が、地熱と地圧を受けて変性したと云う。 地殻変動で褶曲を受け、地表に現れた変成岩 

 

                

                          大岩毘沙門天まで 1.0ｋｍ 



                 

                      小さなピーク、大岩山剣が峰（417ｍ）を通過 

 

                 

                 めずらしくこんな所に、関東ふれあいの道、石柱と石標が並んでいる 

 

                 

           大岩山毘沙門天の山門を潜る。 奈良信貴山、京都鞍馬山と並ぶ日本三大毘沙門天の一つ 



                  

         天平 17年（745）行基菩薩は、聖武天皇の勅命によりこの地に堂塔伽藍を配置した。 

         毎年大晦日に大声で悪口を叫ぶ 「悪口祭り」が有名 

 

                 

        本堂裏手一帯は暖帯林となっており楠、かし、ヤブコウジ等暖帯植物の北限となっている 

 

                 

            ゆるやかな尾根を下る。この辺りは雑木林で南に向かって下るから、日を浴びて気持ち良い 



                 

                     またまた岩稜帯だ、積層の模様が良く出ている 

 

                 
               赤茶色は鉄分と云われているが、クリーム色のバンド層の成分は分からない 

 

                 

                            また小さなピークを越える 



                  

                   最近この山一帯で、山火事が発生したと言う。木々は黒焦げだ 

 

                  

                           両崖山（251ｍ）が近くなってきた 

 

                  

                           両崖山は中世の足利城跡である。 



                   

                  平安後期、天喜 2年（1054）足利氏初代の足利成行の築城と伝える 

      戦国時代には、足利影長がここに移り、天正 18年（1590）豊臣秀吉の小田原攻めで落城し、廃城となった 

 

                    

                         それらの謂れが、案内板として掲げられている 

 

                    

                            足利城跡から見た足利の町並み 



                    

                               またまた岩稜帯を歩く 

 

                    

                        地殻の変動を受けて、固い岩がボロボロに崩れている 

 

                   

   「織姫神社」この長い尾根の末端に位置している。 宝永 2年（1705）戸田忠利がこの地を知行した時に土民が創設したと云う 

    昭和 12年（1937）再建された。織物を産業とした足利を、信仰面から支えている 



                    

          「鑁阿寺」（国宝）今は寺であるが、足利氏の邸宅跡である。足利 15代 230年続いた  

 

                   

                周りに掘と土塁と塀が巡らされ、平安時代後期の武士の館跡として、 

今に面影を残している（全域が史跡で火災等損傷を受けなかった） 

  

                   

          「本堂」（国宝）鎌倉時代初期建久 7年（1196）足利義兼が建立、正安元年（1299）再建 



                  

     山門、鐘楼、不動堂、経堂等七堂伽藍を配した密教の代表的な寺である   災害に会わず現存する。 

 

                  

     「経堂」（重文）足利義兼が妻の供養のために創建したと伝える 応永 14年（1407）関東管領足利満兼により再建    

 

                 

                            足利 15代 230年間続いた 

https://livedoor.blogimg.jp/a6010261b/imgs/1/3/134128b3.jpg


                  

            「足利学校跡」日本最古の学校。学校と言う名は、孟子の文章の中にある言葉。  

            誰が、何時建設したのか不明。室町時代に関東管領が整備したと言う。 

 

                   

         日本では唯一 「学校」 の額が掛けられた門 

 

                 

   方丈（儀式や行事に使用）、庫裡（日常の生活の場）、書院（座主の接客の場に使う）が復元されている 



              
         山を下りて、鑁阿寺、足利学校を訪ねたら、日が暮れていた。今日はこの町に泊まる 

 

        [参考タイム]足利駅バス停（9：20）→行動山バス停（9：38）→淨因寺（10：23-10：25）→行道山 

        （10：55-11：10）→大岩毘沙門天（12：05-12：10）→両崖山（13：37-13：45）→織姫神社 14：50 

         -15：10）→鑁阿寺・足利学校→JR足利駅（16：30） 

                                                      この項完 

 

                  「関東ふれあいの道（栃木）⑧まんさくの花咲くみち」に続く  

 


